





















































  a) 簿記を含む商事経営学
  b) 取引技術


























  1. 一般私経済学(EWL)
  2. 工場経営の私経済学
  3. 商品商業の私経済学（DWL/HWL）
  4. 銀行の私経済学











































1911-12年冬学期 ティーツ　(Alfred Tietz) 商業経済学
1913-14年冬学期 ヴァーグナー　(Heinrich Wagner) 展覧会制度
1914年夏学期 マールベルク　(Walter Mahlberg) 商業経済学
1914-15年冬学期 ユング　(Arthur Jung) 新聞業界
1915年夏学期 ヴァイラー　(Peter Hans Weiler) 商業経済学











































































































































































































号請求論文「西部ドイツにおける百貨店-その組織と影響-」(Das Warenhaus in Westdeutschland; 
seine Organisation und Wirkungen, Naumburg 1909) において、既に科学的な新領域を切り開い
ていた。その後氏はケルンで従来なおざりにされてきた小売商分野の研究を継続させ、論文「小
売業の連鎖店経営、主としてドイツおよびベルギーの資本主義的大型連鎖店経営を考慮して」
(Die Filialbetriebe im Detailhandel, unter hauptsächlicher Berücksichtigung der kapitalistischen 
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